
「
轌
軒
使
者
絶
代
語
釈
別
国
方
言
」
は
、
漢
代
の
楊
雄
が
漢
代
の

中
国
各
地
の
方
言
表
記
を
採
録
し
た
書
で
、
漢
、
魏
晋
以
後
は
「
方

言
」
と
通
称
さ
れ
た
。
『
傷
寒
論
」
と
「
方
言
」
は
共
に
同
時
代
の

著
作
で
あ
り
、
両
書
間
に
は
語
言
学
的
な
関
連
性
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代
の
多
紀
元
簡
・
元
堅
、
鈴
木
良
知
、
喜
多
村
直

寛
、
森
立
之
、
山
田
業
広
等
は
、
「
傷
寒
論
」
の
注
釈
に
お
い
て
、

す
で
に
『
方
言
」
を
引
用
し
て
論
証
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
多

く
の
興
味
深
い
問
題
の
中
か
ら
、
「
傷
寒
論
」
の
「
煎
・
熱
」
に
対

す
る
、
『
方
言
』
の
記
載
を
根
拠
に
し
た
考
察
を
試
み
た
。

『
方
言
』
巻
七
叩
蒸
喪
煎
備
葦
、
火
乾
也
。
凡
以
火
而
乾
五
穀
之

類
、
自
山
而
東
斉
楚
以
往
謂
之
熱
、
関
西
朧
糞
以
往
謂
之
備
、
秦

晋
之
間
或
謂
之
喪
。
凡
有
汁
而
乾
謂
之
煎
、
東
斉
謂
之
堂
。
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①
煎

「
方
言
」
に
は
「
煎
、
火
乾
也
。
凡
有
汁
而
乾
謂
之
煎
」
と
あ
る
。

こ
の
場
合
は
「
火
で
乾
燥
さ
せ
る
」
意
で
あ
り
、
「
水
か
ら
の
煮
出

し
」
は
意
味
し
て
は
お
ら
ず
、
「
炎
・
蝦
・
焙
」
に
近
い
概
念
で
の

乾
燥
で
あ
る
。
多
紀
元
簡
は
熱
の
意
味
に
つ
い
て
「
十
棗
湯
、
莞

花
蒸
、
又
云
莞
花
慢
火
妙
変
色
。
仲
景
郷
語
、
云
妙
作
熱
。
下
凡

言
蒸
者
、
皆
乾
妙
也
」
と
按
じ
て
い
る
様
に
、
熱
は
妙
め
る
意
味

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

森
立
之
が
「
宋
後
謂
煮
為
煎
、
遂
以
煮
薬
為
煎
薬
」
と
論
述
し
、

多
紀
元
堅
も
「
煮
也
者
、
投
物
於
水
、
火
以
熟
之
之
名
。
煎
也
者
、

火
以
乾
汁
之
名
也
。
古
方
於
湯
薬
、
則
日
煮
、
去
津
則
日
煎
。
末

以
来
於
湯
薬
、
一
用
煎
字
、
甚
失
古
義
美
」
と
論
及
し
て
い
る
様

に
、
宋
代
以
前
と
以
降
に
お
い
て
、
煮
る
と
煎
じ
る
の
用
語
法
に

は
変
化
が
存
在
し
て
い
る
。

『
金
置
要
略
」
の
鼈
甲
煎
丸
と
猪
膏
髪
煎
は
、
処
方
名
と
し
て

「
煎
」
を
冠
し
て
い
る
好
例
で
あ
り
、
具
体
的
な
煎
じ
方
が
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
煮
詰
め
て
薬
汁
を
作
り
、
乾
燥
さ
せ

て
膏
薬
に
仕
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
煎
じ
汁
を
丸
薬
に
仕
立
て
る

段
階
を
「
煎
」
と
表
現
し
て
い
る
。
則
ち
、
汁
を
飛
ば
し
て
乾
燥
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さ
せ
て
い
く
過
程
の
表
現
形
式
と
し
て
の
「
煎
」
で
あ
る
。
山
田

業
広
の
『
医
学
守
株
」
に
「
仲
景
用
煮
煎
字
有
分
別
、
後
世
往
々

混
用
、
謬
者
不
少
、
『
千
金
』
猶
然
、
況
其
下
乎
」
と
い
う
感
嘆
が

あ
る
。②

黙
『
方
言
」
に
「
熱
、
凡
以
火
而
乾
五
穀
之
類
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
様
に
、
宋
版
『
傷
寒
論
」
の
柴
胡
加
竜
骨
牡
蛎
湯
の
牡
蛎
の
炮

製
の
熱
は
、
火
で
牡
蛎
を
乾
燥
さ
せ
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。
ま

た
抵
当
湯
（
丸
）
の
虻
虫
も
熱
と
付
記
さ
れ
て
お
り
、
同
様
に
火
で

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
水
で
煮
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。

即
ち
熱
が
「
久
煮
」
の
意
味
あ
い
で
使
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、

唐
時
代
以
降
の
用
法
で
あ
る
。
な
お
馬
王
堆
の
『
五
十
二
病
方
』

の
二
方
（
「
熱
菱
支
一
参
、
令
黄
、
以
淳
酒
半
斗
煮
之
」
、
「
煮
杣
米
期
足
、

才
熟
、
竣
而
蒸
之
、
令
為
灰
」
）
に
お
け
る
蒸
法
は
、
煮
法
と
対
比
さ

せ
て
記
述
し
て
あ
り
、
漢
代
以
前
の
蒸
法
は
火
製
を
意
味
し
て
お

り
、
陶
弘
景
の
「
肘
後
百
一
方
』
の
序
に
も
「
響
石
熱
令
汁
尽
」

と
あ
り
、
南
北
朝
時
代
の
蒸
法
も
火
製
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
仲
景
害
中
の
蒸
法
も
、
本

来
的
に
は
単
純
な
火
製
を
意
味
し
て
い
た
と
思
わ
れ
た
。

③
『
方
言
』
に
よ
る
『
傷
寒
論
』
の
地
方
性
の
特
定

煎
を
乾
燥
と
し
、
熱
を
火
製
の
意
味
と
し
て
使
用
し
て
い
た
の

は
、
蜻
山
の
束
か
ら
斉
と
楚
の
国
に
か
け
て
の
方
言
で
あ
る
。
逆

に
熱
を
関
西
で
は
鰊
と
言
い
、
秦
晋
で
は
礎
と
言
っ
て
い
た
。
煎

は
東
斉
で
は
葦
で
あ
る
。

他
の
『
傷
寒
論
』
の
用
語
に
関
し
て
も
、
楚
の
国
独
特
の
用
法

は
多
く
、
多
紀
元
簡
も
「
仲
景
楚
人
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る

様
に
、
「
傷
寒
論
」
の
成
立
と
楚
の
国
の
関
連
性
を
示
唆
し
て
い
る

用
語
法
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

（
ｎ
東
京
町
田
市
玉
川
学
園
岡
田
医
院
）

（
刀
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
／
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究

所
医
史
学
研
究
部
）

179 (41）


